
令和６年３月 定例記者会見 次第 

 

 

 

日時／令和６年３月 21日（木）11時～  

場所／市役所本庁２階 特別会議室 

 

１ リリース情報 

資料１  市制 20周年を記念し、市勢要覧&記念カレンダーを発行！ 

       ～市の魅力を市内外に広く発信し、関心と愛着を深めます～ 

                                        【企画財政課】 

資料２  Izu Wasavisitor Centerのオープニングイベントを開催します 

～モニターツアー同時開催～ 

【農林水産課】 

  資料３  牧之郷駅前広場が完成しました！ 

       ～新たな賑わいの創出、移住定住の促進に期待～ 

                                        【都市計画課】 

資料４  伊豆市版『認知症あるあるスゴロク』完成 

     ～“おもしろいから学びたい”意欲を高める～ 

                                        【健康長寿課】 

 

２ （一社）伊豆市産業振興協議会（ＤＭＯ）リリース情報 

  資料５ 伊豆市ブランド『AMAGIFT（アマギフト）』募集！ 

      ～自慢の逸品、ご応募ください～ 

 

  資料６ 『中伊豆ガイドクラブ』が活動開始！ 

      ～『大見の郷』の魅力をご案内～ 

 

 

 

 次回開催予定：令和６年４月 24日（水）15時 30分～ 市役所本庁２階 特別会議室  



▲報道発表資料 

掲載ページ 

 

 

 

３月定例記者会見資料 No.１ 

令和６年３月 21 日（木） 

自然・歴史・文化が薫る、誇りと活力に満ちた「伊豆半島の新基軸
クロスロード

」・伊豆市 

IZU CITY 

 市制 20周年を記念し、市勢要覧＆記念カレンダーを発行！ 

～市の魅力を市内外に広く発信し、関心と愛着を深めます～ 
 

１．要旨／令和６年度に市制 20周年を迎えるにあたり、この節目の年を

記念して『市勢要覧』を作成するとともに、『記念カレンダー』

を市民配布します。 
 

ポイント！ 

●市勢要覧は、平成 22年以来、14年ぶりの発行です。 

●記念カレンダーは、『あいうえお作文投稿キャンペーン』と『Instagram

フォトコンテスト』の入選作品を活用して作製しました。 

 

２．市制 20周年記念 市勢要覧 2024／別添配布資料（冊子） 

○『まちの名刺』として、自然や歴史、文化など市の特徴や魅力をビジュアルブッ

ク的な冊子にまとめました。 

○A４判全 16ページ、2,000部作成。 

○主に市外の人や企業、団体などに市のあらましや魅力を分かりやすく紹介します。

行政視察や移住相談会、シティーセールスの際などに活用します。 

○市ホームページや市内各図書館で閲覧できます。 

 

 

 

３．市制 20周年記念カレンダー／別添配布資料（カレンダー） 

 ○令和４年度の『#伊豆市あいうえお作文 Twitter キャンペーン』と令和５年度の

『#伊豆市市制 20 周年記念カレンダーフォトコンテスト』の入選作品を活用し、

作製しました。 

○A4判全 16ページ、12,000部作製。 

○令和６年４月号の『広報いず』とともに、各戸配布します。 

 

 

【問合せ先】総合政策部 企画財政課（担当：杉本） 

〒410-2413 静岡県伊豆市小立野 38番地の２ ℡:0558-72-9873 FAX:0558-74-3067 

▲市ホームページ 

『#伊豆市市制 20周年記念カレンダーフォトコンテスト』の詳細 ▼
 



▲報道発表資料 

掲載ページ 

 

 

 

IZU CITY 

３月定例記者会見資料 No.２ 

令和６年３月 21 日（木） 

自然・歴史・文化が薫る、誇りと活力に満ちた「伊豆半島の新基軸
クロスロード

」・伊豆市 

Izu
伊豆

 Wasavisitor
わ さ ビ ジ タ ー

 Center
セ ン タ ー

のオープニングイベントを開催します 
～モニターツアー同時開催～ 

１．要旨／伊豆わさびの魅力を発信するため整備した、『Izu Wasavisitor 

Center』が４月 12日（金）にオープンするにあたり、オープニ

ングイベントを開催します。 

ポイント！ 

●完成した施設を初公開します！  

●当施設では、伊豆わさびの歴史や生産の現場などを、展示や映像、VR

で分かりやすく紹介します。 

●式典後、ガイド付きわさび田見学ツアーを実施します。 

２．とき／４月 12日（金）10時～12時 

３．ところ／Izu Wasavisitor Center 

（伊豆市原保 116-1 JA富士伊豆原保集荷場地内、旧金融店舗部分） 

４．プログラム／変更となる場合があります。 

10時～    式典、テープカット 

10時 15分～ 導入映像鑑賞および施設紹介 

10時 45分～ VRわさび田ツアー 

11時     終了 

５．参加者／わさび生産者、JAふじ伊豆、施工事業者、市内観光事業者など 20人程度 

６．モニターツアーについて／ 

式典終了後、市内観光関係事業者を対象に実施を予定しています。 

  【内 容】○筏場のわさび田見学 

○生わさび試食 

○わさび漬けづくり体験 

  【問合せ】一般社団法人伊豆市産業振興協議会（担当：植田） 

TEL：0558-72-7007 FAX：0558-72-7003 

 

 

【問合せ先】産業部 農林水産課（担当：宮内） 

〒410-2413 静岡県伊豆市小立野 24番地の１ TEL：0558-72-9892 FAX：0558-72-990 

 

▲建物外観・内観イメージ 



▲報道発表資料 

掲載ページ 

 

 

 
自然・歴史・文化が薫る、誇りと活力に満ちた「伊豆半島の新基軸

クロスロード

」・伊豆市 

IZU CITY 

３月定例記者会見資料 No.３ 

令和６年３月 21 日（木） 

牧之郷駅前広場が完成しました！ 

～新たな賑わいの創出、移住定住の促進に期待～ 
１．要旨／新たな賑わいの創出や利便性の向上を図るため、令和３年度から

進めてきた牧之郷駅周辺整備工事が完成しました。 

ポイント！ 

●駅前ロータリーの整備により、安全に車の乗り降りができるようになり

ました。 

●緑地広場は、イベントの開催やキッチンカーなどにより、新たな賑わいの

創出や市民の憩いの場として活用します。（4 月１日（月）から利用申請

受付開始） 

 

２．整備概要／ 

交通広場・緑地広場、生活道路などを整備しました。 

【４つのゾーン】 

  ①地域のシンボルゾーン 

○ロータリー中心部に水滴の形をした水盤を設置。 

○水盤の中にクリスマスツリーとしても活用できる 

樹木（モミ）を配置。 

②花見のゾーン 

○ソメイヨシノを植樹。 

○擁壁の壁面を活かしたベンチを配置。 

③憩いと遊びのゾーン 

   ○子どもたちの遊び場となるせせらぎと池を整備。 

  ④緑のゾーン 

   ○周辺の住環境を保全するための生垣を整備。 

 

３．その他／完成を祝し、オープニングセレモニー（牧之郷区主催）をはじめとする『いずっぱこ

スプリングフェスタ』が開催されます。（伊豆箱根鉄道㈱主催） 

     とき／３月 31日（日）９時～14時 30分 

     ところ／修善寺駅、牧之郷駅  ※詳細は、別添チラシ参照 

 

【問合せ先】建設部 都市計画課（担当：飯塚、髙木） 

〒410-2592 静岡県伊豆市八幡 500番地の１  ℡:0558-83-5206   FAX：0558-83-5497    

 

▲完成した牧之郷駅前広場 





▲報道発表資料 

掲載ページ 

 

 

 
自然・歴史・文化が薫る、誇りと活力に満ちた「伊豆半島の新基軸

クロスロード

」・伊豆市 

IZU CITY 

３月定例記者会見資料 No.４ 

令和６年３月 21 日（木） 

 伊豆市版『認知症あるあるスゴロク』完成 

～“おもしろいから学びたい”意欲を高める～ 
１．要旨／認知症キャラバンメイトのスキルアップのため開催した研修会で、

認知症について楽しく正しい知識を普及することを目的に、おもし

ろ健康教育研究所と共同で伊豆市オリジナルのスゴロク教材を作成

しました。 

ポイント！ 

●認知症サポーターキャラバンメイトや認知症の人やその家族を応援した

い市民（オレンジサポーター）が、介護に携わった経験を振り返り、おも

わずクスっと笑ってしまう共感し合えるエピソードを出し合いました。 

●認知症の症状を学ぶことができるだけでなく、認知症の人を介護する人

のピアサポートにも役立ちます。 

２．スゴロクの活用について／ 

  ○伊豆市キャラバンメイト連絡会 

と き：３月 27日（水）10時～  

   ところ：生きいきプラザ２階 第３・４会議室 

内 容：自分たちがアイデアを出して完成したスゴロクの実践と活用方法を考える 

○認知症サポーター養成講座 ○各地区地域包括支援センターに配置 

○地域のサロンや通いの場  ○希望する団体に贈呈 

３．おもしろ健康教育研究所／大学教員を中心に、地域学校での健康教育や教材開発などを行なう。 

４．認知症サポーターキャラバンメイト／ 

地域で暮らす認知症の人やその家族を応援する『認知症サポーター』を育成する『認知症サポータ

ー養成講座』の講師 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】健康福祉部 健康長寿課（担当：佐藤） 

〒410-2413 静岡県伊豆市小立野 66番地の１  ℡:0558-72-9860  FAX：0558-74-0151    

▲作成した『認知症あるあるスゴロク』 



一社）伊豆市産業振興協議会 

令和６年３月21日 

 

伊豆市ブランド 『AMAGIFT（アマギフト）』 募集！ 

～自慢の逸品、ご応募ください～ 

１．要旨／（一社）伊豆市産業振興協議会では、『清流がはぐくむ伊豆天城山 

のふもとから届ける心づくしの贈りもの』というコンセプトのもと、

市内の特産品などを伊豆市ブランド『AMAGIFT（アマギフト）』とし

て認定しています。その『AMAGIFT（アマギフト）』の新たな候補商

品を募集します。 

ポイント！ 

●地域資源のブランド力向上を図り、事業者の収益向上、伊豆市の魅力向上

を目指します。 

●現在の認定商品は18商品（10事業者）です。 

●応募商品は審査会を経て、令和６年６月に認定予定です。 

２．応募資格／特産品を生産・加工・製造している市内の企業・団体・個人 

３．対象商品／ 

○市内の特産品やさまざまな地域資源（素材・歴史・文化など）を活用した商品のう 

ち、他に負けない特徴や品質を有するもの。 

○市場への安定供給が可能で、かつ安全・安心な商品で申請時に商品化され、一般消

費者が購入できるもの。 

４．受付期間／４月１日（月）～４月30日（火）17時まで 

５．応募方法／  

（１）ホームページまたは伊豆市産業振興協議会に連絡し、応募書類を入手。 

（２）伊豆市産業振興協議会へ、メールまたは郵送にて提出。 

６．審査方法／（１）第１次審査（書類審査） 

（２）第２次審査（プレゼンテーション審査） 

   ※第２次審査については、申請者の出席が必須。 

７．認定基準／ 

  ○自社開発商品であること。 

○事業目的を理解し、アマギフトの推進活動に対し前向きな姿勢を持っていること。 

○独創性や技術性など高い評価が得られるもの。 

○関係法令に準拠し、かつ違反していないこと。 

○他の特許品または登録品の模倣品でないこと。 

 

▲アマギフト認証マーク 

▲詳細はこちら 

プレスリリース 

【問合せ先】 

（一社）伊豆市産業振興協議会（担当：関） 

〒410-2416 伊豆市修善寺 838-1 電話：0558（72）7007 FAX：0558（72）7003 





一社）伊豆市産業振興協議会 

令和６年３月 21日 

  

 『中伊豆ガイドクラブ』が活動開始！ 

～『大見の郷』の魅力をご案内～ 
１．要旨／中伊豆ガイドクラブが、令和６年４月１日以降のご案内の受け付

けを開始します。多くのお客さんが大見の郷の魅力である自然・歴

史・文化に触れることができるようサポートします。 

ポイント！ 

●２つのコース、４つのスポットをご用意しました。 

●お客さんのニーズに沿ったご案内もできます。 

２．コース・スポット／※コース・スポットにより金額は異なります。 

【コース１】萬城の滝とコビサワラ原生林：約６時間 

萬城の滝は高さ 20メートル幅６メートルで、滝のすぐそばで

観賞できる。遊歩道を更に１時間ほど歩くと手つかずのコビサ

ワラ原生林へ。自然観察や森林浴に絶好な場所。 

【コース２】中伊豆の歴史を巡る『最勝禅院』『實成寺』『大見城址』：約２時間 

最勝禅院は曹洞宗吾宝五派 1,400 余ヶ寺の本山で歴史と風光の名刹、實成寺は日蓮宗全国 56

本山の一つ。大見城址公園は、戦国時代の山城の跡地を整備し四季折々の景色が楽しめる。 

【スポット１】萬城の滝：約 1時間 30分 

地蔵堂川上流にある滝。水しぶきがかかるほど滝の近くまで

下りる事ができ、水量のある瀑布の迫力を感じる事ができる。 

【スポット２】コビサワラ原生林の自然を求めて：約２時間 

萬城の滝の更に上流にある手つかずの原生林。ブナ・ケヤキ・

モミ・ヒメシャラなどの巨木が鬱蒼とした森林を作っている。 

【スポット３】世界農業遺産『筏場のわさび田』：約１時間 

    筏場
いかだば

のわさび田は、15 ヘクタール 1,500 枚の棚田が広がり、

水の透明度、澄んだ空気、自然のせせらぎなどを楽しめる。 

【スポット４】戦国の山城『大見城址』に立つ：約１時間 

    標高約 200ｍの山頂に築かれた大見城址は、市の文化財に指定

されており、山頂からは遠くの山々や大見の街を一望できる。 

３．申し込み／事務局の伊豆市観光協会中伊豆支部へ電話（0558-83-2636） 

または伊豆市観光協会中伊豆支部ホームページ内の申込みページから 

４．中伊豆ガイドクラブについて／ 

地元有志を中心として令和５年５月 12 日に立ち上がった、大見の郷（旧中伊豆町地域）を中

心に活動する任意団体です。（令和５年度は研修期間） 

【問合せ先】 

（一社）伊豆市産業振興協議会（担当：小野） 

〒410-2416 伊豆市修善寺 838-1 電話：0558（72）7007 FAX：0558（72）7003 

 

▲桜と最勝禅院 

プレスリリース 

An  

▲萬城の滝 

▲大見城址山頂からの富士

山 


